
 

愛川ふれあいの村 7 月の風景 

平成 30 年 7 月 自然のたより 
 

て 

 

   

クロツグミ（繁殖期 絶滅危惧Ⅱ類） 虹色に光るクモの巣 県花 ヤマユリ 

    

ウグイス ナキイナゴ ひょっこりシマヘビ ﾋﾛｵﾋﾞﾄﾝﾎﾞｴﾀﾞｼｬｸ 

    

ツノアオカメムシ オオバギボウシ オオモンクロクモバチ イチモンジチョウ 

    

ヤマトルリジカバチ ヤマオニグモ ｸｻｷﾞの蜜を吸うﾓﾝｷｱｹﾞﾊ ルリボシカミキリ 

今年の梅雨明けは例年になく早く、７月に入る前から真夏のような暑さでした。夏はカミキリムシなど

の色や形に特徴のある昆虫や、ヤマユリのように綺麗な花を見ることのできる季節です。地面に小さな穴

がポツポツとあいていれば、セミの合唱が聞こえてくることでしょう。夏休みを前に賑わいを増す村の自

然をお楽しみください。 

 



◆たなばた◆ 
 ７月７日、夜空を見上げた人も多かったのではないで

しょうか。『七夕』と聞くと、「笹の葉さらさら～」とい

う歌と共に、短冊に願い事を書いたことを思い出しま

す。今年もショッピングモールや学校で、竹や笹に沢山

の短冊が飾られている姿を見ることができました。 

 幼い頃、「どうして短冊は竹や笹に飾るの？」と疑問

に思ったことがあります。 

たけのこが頭を出すと、１日に約１メートルの速さで

成長し、３か月で成体となります。この驚異的な成長ス

ピードと繁殖力、すなわち“生命力”が竹の特徴です。

さらに、“抗菌力”が強いことから魔除けの力があると

されています。また、かぐや姫でもおなじみ、中が空洞

になっていることから、先祖の霊や神様がその中に力を

宿していると言われています。このことから、竹や笹は

神聖なものとされ、祭事に使われるようになりました。 

七夕の日には、織姫や彦星から見えるように、神聖な

竹や笹をお供え物の隣に置くようになりました。 

ちなみに、竹と笹の見分け方は、成長の過程で、鞘（た

けのこの皮の部分）が剥がれ落ちるものが竹、剥がれ落

ちないものは笹です。短冊を竹に飾るか、笹に飾るかは

地域によって異なるそうです。 

年に一度の七 

夕の日、短冊を 

見るたび、願い 

事は何にしよう 

かと考えます。 

ふれあいの村は 

曇りでしたが織 

姫と彦星が無事 

に出会えている 

と良いですね。 

（佐々木） 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

★命のがけの脱皮★ 
 

 セミの鳴き声が聞こえる季節になった。７月

上旬ころ鳴くのはヒグラシとニイニイゼミ。「チ

ィ――チィチィ」と鳴く声を頼り辺りを探すと、

樹木の色とそっくりのニイニイゼミがいた。 

後日その場所に行ってみると、ケヤキの木に登

っていたニイニイゼミの幼虫が脱皮を始めた。

やっと脱皮を終えようとした時、涼しい風が吹

いてきた。人には涼風で 

あるが、柔らかいセミの 

羽は捲れそうになり抜け 

殻に必死でしがみついて 

いた。地中の生活、成虫 

になってからの生活、一 

人前になるのは命がけで 

ある。     （吉田） 

 

 

 

◎ 

八
月
の
注
目
ポ
イ
ン
ト
◎ 

 

木
陰
で
休
ん
で
暑
さ
を
し
の
ぐ
季

節
。
生
き
物
た
ち
も
暑
さ
を
し
の
ぐ

た
め
に
木
陰
や
葉
の
裏
で
休
み
ま

す
。
そ
ん
な
中
、
葉
の
上
で
じ
っ
と

動
か
な
い
も
の
を
発
見
し
ま
し
た
。 

ア
カ
ボ
シ
ゴ
マ
ダ
ラ
（
幼
虫
）
で

す
。
普
段
は
葉
に
な
り
す
ま
し
て
じ

っ
と
動
き
ま
せ
ん
。
お
腹
が
減
る
と

好
物
の
エ
ノ
キ
の
葉
を
食
べ
ま
す
。 

こ
の
蝶
、
日
本
本
土
で
は
外
来
種

（
日
本
で
は
奄
美
大
島
周
辺
に
し
か

い
な
い
蝶
）
で
、
本
土
の
も
の
は
中

国
か
ら
来
た
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

こ
の
蝶
が
増
え
る
と
エ
ノ
キ
を
食

草
と
す
る
オ
オ
ム
ラ
サ
キ
や
ゴ
マ
ダ

ラ
チ
ョ
ウ
な
ど
の
日
本
固
有
種
が
減

っ
て
し
ま
う
可
能
性
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
た
め
外
来
種
は
在
来
種
に
と
っ

て
は
脅
威
だ
と
言
わ
れ
て
い
ま
す
。 

人
の
世
界
は
ど
う
で
し
ょ
う
。
国

際
化
に
伴
い
日
本
に
も
外
国
人
が
増

え
、
共
に
暮
ら
し
て
い
る
こ
の
時
代
、

外
来
種
を
一
概
に
否
定
す
る
の
も
違

う
気
が
し
ま
す
。 

生
き
物
の
世
界
で
も
生
ま
れ
た
国

や
種
は
違
え
ど
も
、
互
い
に
害
な
く

仲
良
く
暮
ら
す
こ
と
を
願
い
ま
す
。

来
月
は
き
れ
い
な
蝶
の
姿
が
観
察
で

き
る
こ
と
で
し
ょ
う
。 

 

（
石
川
） 

  

 

発行者：神奈川県立愛川ふれあいの村 
TEL：046－281－1611  HP：http://fureai-aikawa.com/ 

写真：吉田文雄・石川雄馬 

編集：吉田文雄・石川雄馬・大谷遼 愛川ふれあいの村で、検索★ 

 

★７月、旬の食材★ 
 暑い日が続くと食欲が落ち、夏バテになって

しまいます。『オクラ』はそんな夏バテに効果

的な食材です。 

 オクラといえば独特の歯触りとねばりがあ

り、このねばねばはムチンやペクチンなどによ

るものです。ムチンは胃酸から胃を守る効果が

あり、ペクチンは食物繊維が豊富で、腸内環境

や生活習慣病予防にも効果が 

あります。このねばねばって 

すごかったんですね。疲労回 

復にもオススメです。 

 納豆や山芋などにもムチン 

が入っています。ねばねば丼 

を食べて夏バテを乗り越えま 

しょう。      （渡部）  

 

 


